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実践の概要                     

 町内全ての５・６年生が、地元の特徴ある事物につい

て取材した冊子を作り、観光施設などに提供した。活動

の実現において、町内を巡回型で回る ICT支援員が、各
担任のサポート、進度を揃えるためのカリキュラムコー

ディネート、ICT活用の具体的活動を支援した。 
 
１．目的・目標 

この実践では、町内４つの小学校がだいたい同時期に

同じ総合のカリキュラムを実施する事になるので、互い

にどんな進捗状況かを絶えず確認することが必要である。   

そのため ICT 支援員が巡回する基本の曜日に合わせて、
それに関連する授業を行うようにした。また、授業の進

め方や提示する教材などを ICT支援員が伝え各校の授業
内容に、学校間の差がでないようにすることを目標とし

た。 

 

(1) システム 

取材の際は、子供達は８インチの Android端末を全員
が持ち、取材に関する写真を撮影し、これらの写真をど

の学校からでも見ることができるように、Googleドライ
ブを利用した。写真と文章はジャストスマイル（発表名

人）を使って作成する。 
 
(2) 町内統一の年間計画 

本実践は表１のような町内統一のカリキュラムで行

われており、町内の学校を巡回型で回る ICT 支援員が、
担任のサポート、活動進度を揃えるためのカリキュラム

コーディネート、ICT 活用の目標達成のための具体的活
動を支援した。 

２．実践内容 

2.1 各学校での取材に関する ICT活用 
取材の際には、Android 端末で写真を撮影し、各端末
を学校に持ち帰った後、撮影した写真を選択し Googleド
ライブへ保存する方法を子供達全員に伝え、取材から帰

ってきたら順次写真をアップするようにした。校内 Wi-
Fiを使い時間差でデータがアップされる。 
このドライブはクラウドのため、ICT 支援員がどの学
校にいても見ることができるので、それぞれの学校の進

捗状況が分かり、次の授業の進行の計画を立てるのに役

立てたり、授業者からの相談を受けたりする際、大変有

効に利用できた。 
 

2.2 冊子編集に関する ICT活用 
取材の後撮影した写真を冊子にまとめる作業を行う。

写真と文章はジャストスマイルを使って作成する。文章

は縦書きで、使用した写真には必ずキャプションをつけ

ることを約束し、写真１のように、特に写真の大きさや

レイアウト、余白の空け方などに工夫をさせた。そのた

めに、機内誌などの実際の記事を分析し、お手本とする

ことで、文章を呼びかけ形式にしたり、第三者の視点で

書いたりするなど、レイアウトだけでなく、文章の書き

ぶりにもこだわるようになってきた。 

表１ 町内統一の年間計画（５・６年生） 

写真１ レイアウト編集作業 

写真２ 各校で作成した成果物（冊子） 

町内統一の情報活用をコーディネートする ICT支援員の活動 
 

東みよし町教育委員会学校教育課 学校 ICT教育支援員 谷藤 裕美，東みよし町立足代小学校 副校長 中川 斉史 
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繰り返しになるが、これらの活動は４校全てでおこな

っているので、授業の進め方や提示する教材などを ICT
支援員が伝え、写真２のように、出来上がる冊子のクオ

リティに学校間の差がないようにすることができた。 
 

2.3 成果発表会に関する ICT活用 
４校で実施したこの活動の最終形として、写真３のよ

うに町内全ての５・６年生が集まり、町民や保護者に対

する成果発表会を行った。全体会での代表プレゼンや、

学校毎のブースでのプレゼンなど、全員がプレゼンを作

成し、操作・発表を体験した。プレゼン操作に関しては、

写真を中心に説明文章を作成することと、原稿を覚えず

に、話し言葉とすることなど、情報活用能力を意識した

発表の機会とした。 
実際に発表するという場面を意識させることと、他の

学校の発表の準備の状況を ICT支援員が伝え、具体的指
導のレベルを各担任に伝えることで、どの学校でも同じ

ように、プレゼンに関する情報活用能力の指導ができ、

それらを子供達に身に付けさせることができた。 

2.4 巡回型 ICT支援員の具体的活動 

 一般に、ICT を使った実践では、担任の活用状況に差
があり、十分な活用ができていないことも多いという現

状がある。それらを解消するための ICT支援員の配置で
あるが、多くは授業準備や機器メンテナンスなどの業務

が多いようである。 
しかし、本町のような巡回型の ICT 支援員配備では、

表２のような町内統一の ICT活用のカリキュラムが機能
しているので、本実践のような年間を通しての新規カリ

キュラムのコーディネートが可能となる。 
町内統一の ICT環境があり、それらを使う必然性を地

域の学習単元として、教育委員会等が支援・準備し、各

学校の５・６年生の子供達に活動させる。各担任は、ICT
支援員と TT（Team Teaching）を組んで授業をするので、
情報活用能力を指導するための教員研修としての隠れた

カリキュラムが位置付いているともいえる。 
これらの活動は、他地域においても、区域内全ての小

学校の取り組みとして、統一した学習として実施可能で

あり、今後も継続的に実施できる。そして、これらは表

１に掲げたようなモデルカリキュラムとして、様々な地

域へ普及できるのではないかと思われる。 

 

３．成果 

 実際に関わった５・６年生の担任からは、「この事業を

やり出して、いろいろな印刷物のレイアウトや余白の空

け方、写真の構図などがとても気になるようになってき

た。」という声がよく聞かれるようになった。 
また、その後の学年通信では、行間をしっかり空けて

いたり、写真にキャプションを付けるようになったりし

て、表現の方法が大きく変化した。このことから、この

取り組みが、教職員の ICT活用能力を高度化させ、発信
のための技法やメディアの特性について体感することが

できたといえる。同様のことを子供達に質問をすると、

レイアウトや写真に関して、「とても気になるようになっ

た・まあまあ気になるようになった」という回答が、85％
を占める結果となり、学校間の数値の差もほとんど見ら

れなかった。 
このことから、巡回型 ICT支援員が ICT活用に関する
カリキュラムを位置づけて実施することで、同一地域の

子供達や教職員の ICT活用能力の差を少なくし、それら
を一定のレベルにすることができるのはないかと思う。 
 
４．今後に向けて 

 ICT支援員はこれまで、校内の ICT機器活用に関して、
教職員や児童生徒を支援するというイメージが強かった

が、この事例のように、その地域の共通の情報活用能力

の育成に関する、共通のカリキュラムをコーディネート

する役割が重視されるようになる。 
 小中学校の場合 ICT機器の整備が、設置者である各市
町村教委で計画されることを考えると、市町村教委に属

する ICT支援員が各校を定期的に巡回し、各校の児童生
徒や教職員に対して、ICT 活用のコーディネートをする
ことが、ICT 機器の整備計画を最適化することに有効で
あるといえる。そういったことから、専門職としての ICT
支援員に期待される役割は今後ますます重要となってく

ると思われる。 

写真３ 町民への成果発表会 

表２ 巡回型 ICT支援員の業務 
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